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内 容 梗 概

最近建設される新鋭火力プラソトははとんど再熱方式を採用して,さらに熱効率の向上を因っている0

現在日立製作所において製作している75･000kW用B&W塑再熱ボイラは過熱器および再熱器の配

置方法に-よって,並列配置式と直列配置式の二種掛こ分けられ構造および運転上にそれぞれの特長を有

するものであるが,両型式の75,000kW用再熱ボイラについてその概要を紹介する0

〔Ⅰ〕緒 言

戦後わが国の火力発電は著しい進歩を示し新鋭高温高

圧プラントの大部分は再熱方式を採用することによりさ

らに熱効率を向上させた｡

豊富な経験と実績を有する米,英両パブコツク杜と密

接な連携のもとに設計,製作された75,000kW用再

イラは相ついで設計されている125,000kW,175,000kW

用級の大容量ボイラの国産化に大きな貢献をなした｡

現在日立製作所において製作している75,000kW用再

熱ボイラはB&W型再 ボイラの標準型ともいえるの

であるが,過熱器および再熱器の配置方法によって大別

して二種類に分けられ,過熱器および再熱器を並列に配

置した並列配置式と直列に配置した直列配置式とがあ

る｡東京電力株式会社新東京発電所納3号権,同5号権･

などは前者の場合であり,北海道 力株式会社滝川発

所納1号柾ほ後者に属する｡

ここに両型式の75,000kW用ボイラの帖長,構造につ

いてその概要を紹介する｡

第1表 ポ イ

新 東 京 発 電

分 単 位

薫

蒸気圧力

蒸気圧力

蒸気温度

蒸気温度

給水温度

汽 権

石 炭

重 油

発 畳

(過熱器出口)

(再熱器出口)

(過熱器出口)

(再熱器世口)

(節炭器出口)

効 率

-∴

熱 量

備考(1)

(2)

kg/h

kg/cm受g

kg/cm℡g

DC

OC

PC

%

kcal/kg

kcal/kg

石 炭

経済負荷

燃 焼

最大連続負荷

〔ⅠⅠ〕計 画 概 要

75,000kW用再熱ボイラほ自然循環方式の単胴幅射塾

で圧力,温度の基準は米国において広く採用されている,

AIEE(AmericanInstituteofElectricalEngineering)

の標準をとったもので,わが国の

炭および

料事情に立脚して石

油専焼の場合にもそれぞれ十分な性能を発揮

するよう計画された｡

第】表に仕様の概略を示し弟1,2図に構造を示すも

のであり,過熱器および再熱器並列配置式,直列配置式

とも同様な仕様で計画されているが過 拾および再熟捏

の伝熱両の酉己分にはそれぞれ細心の注意が払われた○

〔ⅠⅠⅠ〕ボイラ構造

(1)ド ラ ム

この級のボイラには内径1,524Inm(60in)のドラム

が一般に使用されるがわが国の起動,停止の多い火力発

電所の実情にかんがみ,起動時の熱応力をできるだけ少

くする意味で管板の効

所 3

重 油

号 蛭

燃 焼

経済負荷 最大連続負荷

230,000

105.1

28.1

541

541

232

93.58

9,480

を高める構造として板厚の減少

滝 川 発 電 所1

石 炭 燃 焼

経済負荷 最大連続負荷

260,000

106

32

541

541

239

93.47

9,480

230,600

105.1

28.3

541

541

232.2

91.79

4,252

過熱器,再熱器の配置は新東京3母権は並列配置式,滝川1号経は直列配置式である0

新東京3号旋の蒸気温度調整ほ石炭燃焼の場合は最大蒸発量の50%以上･重油燃旋の場合は70%以上に対して一定とする0

(3)滝川1号絶の蒸気温度調整は石炭燃焼の場合は最大蒸発量の餌%以上に対しては一定とする｡

(4)滝川1号権の重油燃焼ほ50%負荷までとする｡

(5)汽経効率は焚込低位発熱量を基準とする｡

(6)石炭発熱量は湿炭低位とする｡

(7)重油発熱量は低位とする｡

日立製作所目立工場

号 隆

重油燃焼

50ク才色荷
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第1図 新東京発電所3号経断面図

を計った｡

ドラムの寸法および材質ほ次のとおりである｡

内径1,524mnxlO4mIn厚

材質JIS SB-46BSR

ドラム内部にほ性能の高いB&W式サイクロンセパ

レータを装備し蒸気の純度を保持し権水の循環を安達さ

せている｡

また急速起動時中央部より低温になりがちな鏡板附近

の熱応力の発

た｡

なお給水用,

-ブを取付け,

る｡

(2)火

を低減するため権水循環バッフルを設け

薬品注入用ノズルなどにはサーマルスリ

旋胴板のサーマルショックを防止してい

炉

第3図に示すようにボイラ全体を建最上部鉄骨より吊

り下げているので地震の際建屍に対しボイラ重量の影響

が少く建屋の耐震構造上有利である｡

炉壁構造ほチューブ,耐火札 保温材,ケーシングを

一体として強固な箱型とし相互にスライドする部分を設

ける必要がなく,熱膨脹に応じて日由に伸縮することが

でき,不定形耐火材の利点を十分に生かしているので外

からの漏込空気を完全をこ

でいる｡

断して汽偉効率の低下を防い

(3)過熱器および再熱器

過熱器および再熟器の配置については前に述べたよう

第39巻 第10号

第2図 滝川発電所1号権断面図

第3図 ボ イ ラ 炉 壁 構 造 図

に二つの型式に分けられるがその特長および構造ほ次の

とおりである｡

(a)並列配置式

のそが図4策 明図であるが本 に示すように一

次過熱器および再熱器はバッフルによって,三つの

セクションに分けられ,バッフルは節 器出口まで

延長してその終端にガス分配ダンパを設けて一次過

器および再熱器を通るガス量を調整する構造にな

っている｡

この型式にした場合ほ後で述べるように過熱蒸気

および再熱蒸気温度の 整は合理的に行われる｡
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第4図 過熱器,再熱器並列配置図

二次過 器ほ平行流計~Fげ型で一次過熱器および

再熱器ほ対向流構置塾としケージの申こおさめて火

炉と一体の堅牢な構造とした｡

(b)直列酉己置式

弟5図に示すようにガスの流れ方向にそって二次

過熱器,再熱器,一次過熱器の順にいわゆる直列に

配置したもので,この型式ほ 列配置式より構造が

簡単になり,またガスのドラフト損失も少くなる｡

その構造は二次過熱器は平行流吊下げ型,再熱器

高温部は対向流吊下げ型であり,再熱器低温部,一

次過熱器ほ対向流構

いる｡

型としてケージ内におさめて

(4)蒸気温度調整

過熱蒸気温度および再熱蒸気温度の 整方法ほ並列配

置式と直列配置式によって異なりその方法および特性は

次に るとおりである｡

なお両型式とも日動蒸気温度制御装置によって自動的

に調整される｡

(a)並列配置式の温度調整

葬る図に示すように過 蒸気混度をガス再循環に

よって調整するとともに一次過熱器および再熱器を

通るガス量を 整して再熱蒸気および過熱蒸気温度

を設定値に合致させるものである｡

すなわち過熱掛こおける(ガス量×ガス温度)蒸

気流量,過熱蒸気温度を検出し,ガス再循環通風機

ダンパを制御して循環ガス量を調整し過 蒸気温度

を設定値に保ち,再熱蒸気温度は前述の(ガス量×

ガス温度)からガス分配ダンパを制御し一次過熱舘

および再熱器を通るガス量を調整して過熱蒸気温

に一致せしめる｡

なお過熱蒸気と再熱蒸気との温度差を検出して,

両者が→致するまでガス分配ダンパの再調整を行

嘩
禦
脹
礁

へ＼

∵ヾい

再熱量

低温部

一)欠過熱蓋

第5図 過熱器,再熱器直列配置図

ボイラ負荷

第6図 並列配置式の蒸気温度曲線

ポイラ負荷

第7図 南列配置式の蒸気温度曲線

温減王てー∨お却方のこ と要必を置 しないが,

一次過熱器と二次過熱器との連絡管の中間と,再

器入口蒸気管にスプレ式減温器を設け非常の場合に

備えた｡

(b)直列配置式の温度調整

弟7図に嘉すように再熱蒸気温度せガス再循環に
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より調整し,過熱蒸気温度をスプレ

液温器で調整して両者を設定値に合

致させるものである｡

すなわち過熱器における(ガス量

×ガス温度),蒸気流量,再熱蒸気温

度を検出してガス再循環通風機ダン

パを制御し再循環ガス量を調整して

再熱蒸気温度を設定値に保ち,過熱

蒸気温度は(ガス量×ガス温度)お

よび蒸気温度を検出して,一次過熱

器と二次過熱棺を連絡する蒸気管の

中間に置くスプレ式滅温器の注水量

を調整して設定値に一致させる｡

なお再熱器入口蒸気管にスプレ式

液温舘を備えて非常用とした｡

弄8図は両型式の自動蒸気温度制

御の系統を示す｡

(5)節 炭
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第8図 自 動蒸気温度制御装置系統図

節炭器は構置マルチループ型とし,スペースファクタ

ーを良くするため管は弟9図に示すように特に小さなベ

ンドで曲げ,しかも肉厚の減少率を最小におさえるよう

特殊な曲げ方法を採用している｡

またスペーサによって確実に各管のスペースを保ち,

管と管寄との取付は熔接構造として,完全に水漏れを防

止している｡

なおトッピングアップ弁を取付けて,始動給水の時な

ど少量の水を補給する場合給水弁前後の大きな圧力

よる弁座の損傷を防ぎ,また節炭器とドラムの間に権水

の再循環装置を設けボイラ停止時にはドラムより征水を

循環させて残存ガスによる万一の過熱を防止する｡

(d)空気予熱器

空気予熱器は鋼管塾,またスペースファクタを良くす

るときはユングストローム型が使用される｡

鋼管型空気予熱器は高温部と低温部の二つに分けて,

管の取換えを便利にしてある｡

なお低負荷運転時特に

が再循環風道を使用して

■.■舟■

焼の際腐蝕が問題になる

空気を循環させ,また起動時

にほ冷空気をバイパスさせて,予熱管の管壁温度を常に

ガスの露点以上に保って腐蝕の防止をはかつている｡

ユングストローム型空気予熱器を使用する場合もバイ

パスダクトを装備するなど予熱器の腐蝕防止に考慮を払

っている｡

(7)ウオータシールホッパ

特に起動,停止の多いボイラに使用する装置で,空気

予熱器出口に設けボイラ休止時に炉内の自然通風による

冷却を防止するものである｡

特に夜間の休止を繰返えすボイラでは翌朝の起動時間

嘉島､白厩

第9図 節炭器管特殊ベンド

を短縮するた獲)にほ,ボイラの冷却による圧力低下を防

止することが必要であるため,炉内残熱による白然通風

をボイラ出口において 断するものである｡

このホッパほボイラ運転中にはダスト処理を行い,休

止時にはこれに給水して完全に閉鎖し,水面ほ一定に保

つよう調整されている｡

〔ⅠⅤ〕汽 権 補 蛾

(り 燃焼設備

石灰粉砕機ほB&WEレ70型ミルを使用し,その仕

様は次のとおりである｡

型 式 B&W EL-70型

容 量15.5t仲×4台

粉砕度 50メッシュ通過100%

100メッシュ通過 90%

200メッシュ通過 70%

B&W E型ミルに関してほ,すでに紹介されて,その
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性能の優秀なことは広く認められており,所要動力が少

くてすむこと,設置面積が小さいので経済的な配置がで

きること,音響が小さく,また炭塵の飛散がないなど多

くの特長を持ち,近時各火力発電所においては従来のチ

ューブミルに代って採用されているものである｡

微粉炭バーナはB&Wサーキュラバーナで,B&WY

ジェットスチームアトマイザ塾重油バーナを併用し,容

量は石炭3,900kg仙,重油1,650kg/bで1掛こ付き16台

を装備している｡

サーキュラバーナでほ一次空気と二次空気ほそれぞれ

反対方向に回転して空気と微粉炭を十分にかくほん

し, 迅速で完全な燃焼を行い,未

により二次空気量と旋回運動の強さを

焔の長さを適当に調整することができ,

石炭を燃焼することができる｡

重油バー 油のナ

勤し 油圧を

くルーダンパ

節できるので火

広範囲の種類の

整弁は自動燃焼制御装置により作

整することにより,バーナから噴とIjされ

る油量をボイラ負荷に応じて加減する｡

なお重油添加済として,重油管系にドロマイトを注入

し,過熱器そのほかの,伝熱面に附着するスラッグを除

きやすいようにした｡

また重油温度を一定に保つよう,重油加 器の蒸気量

を自動的に加減する重油温度調整装置を設けた｡

点火バーナほB&W自動点火式プレッシャーアトマ

イザ塾8台を備え, 料ほ軽油を使用しスパーキング電

棲ほ特殊耐熱鋼線製で,火花の出る位置は噴霧油の円錐

状に応じて,調整が容易である｡

(2)スートブロワ

スートブロワほB&W電気作動全自動式蒸気噴射塑

を使用し

る｡

作続 用ほすべて自動的に行われ

ボイラ各伝熟面に対するスートブロワの配置の一例は

次のとおりである｡

火 炉 単噴孔引入式スートブロワ 6台

二次過熱器,一次過熱器,再熱器,節炭器

長引入ラック式スートブロワ

空気予熱器 マスジェット式スートブロワ

弟10図はラック式スートブロワの工場

噴射状況を示すものである｡

(3)ボイラ自動制御装置

験における

ボイラ日動制御装置ほべ-レミニラインを使用してい

る｡

この方式は検出値を空気圧力に変換し,

指令して自動的に調整を行うものであり,

気温 制御装置のほか次の各装置がある｡

燃焼制御装置

給水制御装置

各制御装置に

前に述べた蒸

11

1097

第10囲 スート ブロ ワ噴射試験
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第11図 管壁温度測定装置系統図

微粉炭出口温度制御装置

油温度制御装置

燃焼制御装置は蒸気圧力,蒸気流量,空気量,炉内ド

ラフトなどの変動を検出して,一次通風機押込通風機,

油燃焼の場合は油量調整弁を制御し,負荷に応じた最

高の燃焼効率を維持する｡

給水制御ほ三要 式を使用し,蒸気流量,給水流量,

ドラムの水位を検出し,給水弁を制御して蒸気流量と給

水流量およびドラム水位の平衡を保つ｡

微粉炭出口温度制御はミル出口の微粉炭,空気温度を

検出して,ミル入口風道の空気ダンパを調整し,出口温

度を一定にする｡
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油温度制御装置ほバーナ入口の油温度を検出し,重油

加熱器の蒸気量を調整弁により調整する｡

(4)管壁温度測定装置

ボイラの起動に際しドラムにおける不均衡な熱応力の

発生,過熱管,再熱管のオーバーヒートおよび過熱管,

再熱管内凝結水の蒸発時期などが運転上重要な問題とな

り,急速起動の場合はさらに一層の注意を必要とする｡

このため各部の温度上昇を監視する方法として,管壁

温度測定装置を備え,安全な運転を行い得るように計画

した｡

すなわち弟11図に示すように,ドラム,一次過熱器

出口管,二次過熱器出口管,再熱器出口管などの表面に,

サーモカップルを取付け,これを補償導線で引出して,

マルチバンク温度記録計で測定するものである｡

実用新案弟463587号

′ヽ

〔Ⅴ〕結

第39巻 第10号

言

75,000kW用再熱ボイラの概要について紹介したが,

近々東京電力株式会社新東京発電所納3号経が運転に入

るので,その性能についてはまた発表の機会が与えられ

ることと思う｡

われわれは運転実掛こ対し詳細な検討を加え,これを

積重ねて最も国情に適したボイラの製作に一段の発展を

期すべきである｡
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ネ 制 動 轢

主に中形巻上機のブレーキとして適するものである｡

構 造

フレーム側に導口を有するシリンダを固定し,そのな

かにおさめたピストンのピソをシリンダの周壁に設けた

縦溝にさしこむ｡

ピストンピソとツリソダを中心としてその左右に設け

た案内ロッドに沿って移動しうるようにした上板とを,

レバーをかいして連結する｡

上板とフレームとの間において,各案内ロッドをかこ

んで制動バネを左右のバネカが平衡するよう設ける｡

作 用

導口から圧油をシリンダに給入すればピストンが下降

し,レバーを経て上板が引き下げられる｡このとき制動

バネは案内ロッドに案内されながら圧縮される｡上板の

降下により制動レバーが操作されて制動がとかれる｡

導口から圧油を排出すれば,制動バネの力により上板

およぴピストンが復元して制動がかかる｡
効 果

1.制動バネを使用したので即応性が高い｡

2.制動バネをシリンダを中心としてその左右にバネ

カが平衡するよう設けたので,/ミネの反力は下向き

に働くから機構の安定がよくコンパクトに構成する

ことができる｡ (富田)

火力発電 8,156(1957)

渡串 都田 冨政 治春
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